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永井尚子 
分子医科学研究所 血中グリコサミノグリカン

（GAGs）量と組成 
(概要) 

本研究ではグリコサミノグリカン（GAG）の代表分子として知られているへパラン硫酸
とコンドロイチン硫酸に焦点を当て、これらの血中濃度が炎症反応との関連を検討する
ことを目的としている。へパラン硫酸は血管内皮細胞表面の内腔側に局在し、リンパ球
の遊走等を制御することが知られており、血管内皮の性状を反映すると推測されてい
る。また血中のコンドロイチン硫酸は、主として肝臓が合成するインターα トリプシン
インヒビターの GAG 鎖であり、肝臓の炎症・腫瘍のマーカーとなる可能性がある。血清
400 uL から GAGs を単離し、微量に存在するコンドロイチン硫酸、ヘパラン硫酸の量と
硫酸基含有量に関して検出する方法を確立した。現在、採取した 192 例の検体を用いて
GAGs の血中濃度を測定し、疾患との関連を検討している。 
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２ 伊藤清顕 内科学講座 
（肝胆膵内科） 

糖鎖マーカーM2BPGi を使用
して長久手市民を健康長寿
にする研究 

(概要) 
Mac-2 結合蛋白糖鎖修飾異性体（M2BPGi）は、慢性肝疾患患者における肝線維化マー

カーとして開発された糖鎖マーカーである。最近の報告では、マクロファージの関連す
る肺線維症や膠原病、動脈硬化に M2BPGi が関与することから、同分子が全身の臓器や
血管の炎症を反映する可能性がある。本研究において 192 名の長久手市民の血液中の
M2BPGi 値を測定し、各種パラメーターとの相関を評価したところ、女性の方が男性より
高値であり、男女ともに年齢に相関することが判明した（男性：r = 0.257, P = 0.04, 
女性：r = 0.236, P < 0.01）。年齢との相関に関しては、男性の方が女性よりその傾き
が大きく、高齢になるほどより高値になることが示唆された。また、他のパラメーター
の中にも M2BPGi と良好な相関関係を示すものが存在し、全身の臓器や血管の炎症や線
維化を反映し身体全体の健康寿命マーカーとなる可能性が示唆された。 
 
(関連論文等) 
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一般人口における血栓炎症
の解明を目指した疫学的研
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(概要) 
・はじめに 
 フォンビルブランド因子（VWF）は、血液凝固因子の一つであり、主に血管内皮より産
生される。VWF が、遺伝的に欠損しているフォンビルブランド病（VWD）は、世界的に一
般人口の 0.1~1%に蔓延しているとされているが、本邦で詳細な調査はされておらず実態
は不明なままである。また血管障害により VWF は、血中に放出されるため、血管障害の
マーカーとしても有効であると考えられている。未病の段階で血管障害を探知できれ
ば、病気の進展を医療介入により抑制できる可能性がある。故に我々は、一般人口にお
ける VWF 活性を測定することを着想した。 
・結果及び考察 
 vWF 抗原量を 182 人の健常者において測定したところ 54.0-304.2％であった。 中央
値は、128.1％であり平均値は 130.8％であった。 
vWF 抗原量が高値のケースは 18 例であった。問診では、疾病罹患や自覚症状の申告はな
かった。未病の状態を反映しているかどうかは、現時点では不明である。今後の登録数
の蓄積や経年的な観察結果を待ちたい。 
vWF 抗原基準範囲以下の症例は７例認めたが、全例血型は O型であった（O型の人は、A
や B型の人と比較して VWF 活性が 20~25%程度低いとされる）。VWD と診断される 30%を下
回る症例は、存在しなかった。したがって本邦において VWD の罹患率は、これまでの報
告よりも低い可能性がある。しかしながら一般人口における vWD 罹患率を正確に推定す
るには、登録数の蓄積が必要である。また vWF 抗原基準範囲以下の７ケースが、今後出
産や手術時に出血傾向を呈さないか継続的調査が必要である。 
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４ 伊藤恭彦 

坂野章吾 
内科学講座 
（腎臓・リウマチ膠
原病内科） 

ヒトパルボウイルス B19 
(HPV-B19)感染による自己
免疫性疾患関連発症 

(概要) 
ヘルペス属である HPV-B19 ウイルスと関節リウマチ、全身性エリテマトーデス、血管

炎など自己免疫疾患発症の関連性についての研究を行っています。対象者は 190 名を対
象として血清 HPV-B19 IgG 抗体価は陽性率 72.6%でした。高力価陽性が多く、特に 45-
54 歳代に多くみられました。血清 HPV-B19 定量 PCR 検査は全例陰性でした。対象者で
HPV-B19 感染を示唆するリンゴ病既往歴は 8.4％に認めましたが自己免疫疾患の発症者
はみられませんでしたが微生物感染と関節リウマチなど自己免疫疾患の発症との関連
性に注意が必要と推測されます。 
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内科学講座 
（呼吸器・アレルギ
ー内科） 
 

炎症性気道疾患に関するコ
ホート研究：血清抗 CCP 抗
体測定の検討 
 

(概要) 
本研究の目的は、一般健常人の抗 CCP 抗体陽性率を調査し、喫煙歴、呼吸器疾患既往、

胸部レントゲン結果を総合的に評価することである。リウマチ症状のない健常者 190 名
の血清を用いて、抗 CCP 抗体、リウマチ因子(RF)濃度を測定したところ、抗 CCP 抗体は
2例で陽性（カットオフ値 4.5 U/mL 未満）を認め、陽性率 1.1％であった。RF について
は 19 例で陽性（カットオフ値 15 IU/mL 以下）、陽性率 10.0％であった。抗 CCP 抗体と
RF が共に陽性となった例はなかった。 
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６ 角田圭雄 肝胆膵内科 長久手市住民コホートにお
ける脂肪肝関連遺伝子 

(概要) 
国内に約 2,000 万人が罹患する非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）には肝硬変、肝

がんへ進展するリスクを有する非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）が存在する。PNPLA3
遺伝子多型 (SNP)は NASH 発症に関わっており、Gアレル保有者は炎症、線維化のリスク
が高い。本研究では、長久手市民コホートにおいて PNPLA3 の SNP を測定し、その疫学的
頻度および臨床検査値との関連を検討中である。 

 
 
(関連論文等) 
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７ 牛田享宏 
西須大徳 

学際的痛みセンター 
運動療育センター 

慢性疼痛の病態評価に関す
る研究 

(概要) 
3 ヶ月以上持続する痛みと定義される慢性疼痛には、持続性炎症等の生物学的要因だ

けでなく心理社会的因子が複雑に関連する。男性ホルモンのテストステロンは抗炎症作
用を持ち痛みの感受性に関わる生体因子のひとつとされている。また胎児期のテストス
テロン暴露が少ない場合、右手の人差し指と薬指の長さの比率（2D/4D）が高値を示すこ
とが知られている。そこで本研究では、指の 2D/4D 比、血中テストステロン値、慢性疼
痛に関与すると考えられる心理面・環境面についての解析をおこない、その関連を明ら
かにすることを目的とした。2D/4D の測定を実施し、その他の質問項目および男性ホル
モン値について現在詳細な解析を進めている。 
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